
研究体制の確立と活動実績
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「次世代海洋資源調査技術」
推進体制

推進委員会

PD（議長）、Sub-PD、内閣府（事務局）、
文科省/JAMSTEC、経産省/産総研、
国交省/海技研・港空研、総務省/情通機構、
環境省/国環研、内閣官房 総合海洋政策本部、
外部有識者

推進委員会

PD（議長）、Sub-PD、内閣府（事務局）、
文科省/JAMSTEC、経産省/産総研、
国交省/海技研・港空研、総務省/情通機構、
環境省/国環研、内閣官房 総合海洋政策本部、
外部有識者
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産総研

JAMSTEC

実
施
機
関

実施項目１
海洋資源の成因に関する

科学的研究

実施項目２
海洋資源調査技術の開発

実施項目３
生態系の実態調査と
長期監視技術の開発

海技研 港空研 情通機構

JAMSTEC

国環研

予算管理機関

①海洋資源調査シス
テム・運用手法の
開発

②AUVの複数
運用手法等
の技術開発

③ROVによる高
効率海中シ
ステムの開発

④衛星を活用
した高速通信
技術の開発

①海洋生態系観
測と変動予測
手法の開発

②ケーブル式
観測システム
の開発
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成因研究 ＡＵＶＲＯＶ 衛星通信 生態系 ケーブル

産総研 JAMSTEC 海技研 JAMSTEC港空研 JAMSTEC NICT 国環研 JAMSTEC JAMSTEC

●9/29 
四半期会合

●設置準備中

高精度観測システ
ムWG(第1回)

●12月(予定)
AUV開発WG(第2回)

●10～11月(予定)
衛星開発分科会

●8/31‐9/19
中部沖縄トラフ
海底地形調査

●予定
産総研との連絡会

●予定
連絡会議

●9/3～13
伊豆大島沖海底
地形マッピング調
査

●9/26
愛知県底引き網
説明

●10/10 都議への
計画説明

●8/26
「ちきゅう」沖縄掘削の振
りかえり会合

9月 地質学会，地球化

学会にて，熱水鉱床，レ
アアース堆積物，マンガ
ンクラスト関連の発表

●9/3
AUV開発WG(第1回)

●9/8
衛星開発WG(第2回)

●7/22,8/5,9/18
伊豆大島陸揚げ
候補地点調査

●8/21
観測装置(江戸っ子)打合せ

●10/9
研究代表者会議

●7/30
生態系代表連絡会

●7/22
衛星開発WG(第1回)

●7/22
地元説明(大島町

長、東京都庁大島
支庁)

●7/2
SIP生態系チームのキックオ
フ会議

※その他グループ毎に検討会等を定
期的に実施

●7/8～7/26
「ちきゅう」沖縄掘削

●1月中旬
コバルトリッチクラスト調査航海への乗船調整中

●7/8～7/26
「ちきゅう」沖縄掘削

●10～3月
複数の調査航
海を予定

●予定
連絡会議

●9/8
衛星開発WG

●10月～

事前調整、予
備実験等

●8/28
AUV開発検
討委員会(第
1回)

●1月～

屋外実験開
始

●9/19 
ケーブル・生態観測打合せ

●1月下旬～
既存AUV、既
存ブイの実
海域確認試
験

●予定
AUV開発検
討委員会(第
2回)

●9/3
AUV

●2月
ASV海域試験

●11月
音響安定水
槽試験

●1月
ASV流体試験

●7/23 
四半期会合

●7/2
「ちきゅう」沖縄掘削乗船
前方針検討会

●10/3
沖縄掘削で採取したコア
分析方針、および、系統
的コア採取と物理探査連
携検討会(高知コア研)

●11月
音響海域試験●10月～

既存AUV、既
存ブイの予
備実験等

●7/22,8/5,9/18
伊豆大島陸揚げ
候補地点調査

●10月16(予定)
連携会議：音響画像カメラシ
ステム打合せ

●10月中(予定)
音響センサー試験
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